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「
今
や
、危
機
の
レ
ベ
ル
は
高
進
し
、危
険

水
域
に
達
し
て
い
る
。
あ
る
日
突
然
、
橋
が

落
ち
、
犠
牲
者
が
発
生
し
、
経
済
社
会
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
…
そ
の
よ
う
な
事
態
は

い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」

　

こ
れ
は
、2
0
1
4
年
4
月
に
国
土
交
通

省
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
で

と
り
ま
と
め
ら
れ
た「
道
路
の
老
朽
化
対
策
の

本
格
実
施
に
関
す
る
提
言
」の
前
文
で
あ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
は
、
半
世
紀
以
上
経
過
し
た
現
在
、
急

速
に
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、今
後
さ
ら
な

る
15
年
間
で
、建
設
し
て
か
ら
50
年
以
上
経

過
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
割
合
は
加
速
度
的
に
高

ま
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
、
今
そ
こ
に
あ
る
危

機
で
あ
る（
図
1
）。

　

一
方
で
、
土
木
業
界
に
関
わ
る
技
術
者
、

特
に
建
設
産
業
に
従
事
す
る
技
能
労
働
者
は

他
産
業
に
比
べ
て
高
齢
化
が
進
ん
で
大
幅
な

人
手
不
足
が
進
ん
で
お
り
、こ
ち
ら
も
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る（
図
2
）。
こ
れ
ま

で
、
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
は
、
技
術

者
の
五
感
に
頼
ら
れ
て
き
た
。優
れ
た
技
術

者
が
経
験
を
生
か
し
て
異
常
を
見
つ
け
る
手

法
は
、確
実
で
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
手
法
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
き

た
。だ
が
、そ
れ
も
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

1
9
9
9
年
の
福
岡
ト
ン
ネ
ル
覆
工
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
剥
落
事
故
や
2
0
1
2
年
の
笹

子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
を
受
け
、点

検
の
法
整
備
等
は
進
ん
で
き
た
も
の
の
、今

後
の
老
朽
施
設
の
さ
ら
な
る
増
加
や
技
術
者

の
減
少
な
ど
の
中
長
期
的
な
課
題
に
対
し
、

人
海
戦
術
的
な
既
存
業
務
手
法
を
続
け
て
い

て
は
い
ず
れ
立
ち
行
か
な
く
な
る
。今
後
は
、

「
維
持
管
理
業
務
全
体
の
既
存
業
務
手
法
か

ら
の
脱
却
」こ
そ
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
考
え
る
。

　

そ
ん
な
中
、イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
現
場

に
も
、
既
存
の
価
値
観
や
枠
組
み
を
根
底

か
ら
変
革
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）
の
概
念
が
活
用
さ
れ

始
め
て
い
る（
図
3
）
。
し
か
し
、
展
示
会
で

見
ら
れ
る
よ
う
な
多
く
の
新
技
術
は
、技
術

そ
の
も
の
は
素
晴
ら
し
く
て
も
、個
々
の
現

場
の
ニ
ー
ズ
に
す
ぐ
に
応
え
る
の
は
時
間
軸

や
コ
ス
ト
の
面
で
難
し
く
、本
当
に
実
用
化

さ
れ
て
い
る
新
技
術
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。一
方
で
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
活
用
や
発
想
の
転
換
等
に
よ
っ
て
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
既
に
活
用
さ
れ
始
め
て

い
る
シ
ス
テ
ム
や
要
素
技
術
も
あ
る
。
本
特

集
で
は
、「
現
場
が
求
め
る
本
当
の
技
術
革

新
と
は
?
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
現
場
で

活
用
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
や
要
素
技
術
を

中
心
に
、各
分
野
の
取
り
組
み
事
例
や
新
た

特
集

インフラ維持管理の
現場が求める本当の技術革新とは

─インフラDX─
What is the true innovation required by infrastructure maintenance sites?

─An in-depth look at infrastructure DX─

特集担当主査：犬塚真一
特集企画担当：北村元、杉井良平
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な
技
術
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

特
集
の
前
半
は
、現
在
の
イ
ン
フ
ラ
が
抱

え
る
課
題
や
今
後
の
維
持
管
理
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
す

る
。
は
じ
め
に
、
国
土
交
通
省
の
方
よ
り
現

在
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
取
り
巻
く

現
状
、
お
よ
び
、
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

解
説
い
た
だ
く
。
座
談
会
で
は
、
事
業
者
・

ゼ
ネ
コ
ン
・
通
信
事
業
者
の
方
に
登
壇
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
現
場
目
線
で

の
課
題
や
技
術
革
新
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
論
い
た
だ
く
。
続
い
て
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
I
P
）」で
の
取
り

組
み
、ま
た
、建
設
会
社
で
の
I
C
T
活
用

の
取
り
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。こ
れ

ら
を
通
じ
、
現
状
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
課
題
・
危
機
感
、
現
在
の
取
り
組
み
、

今
後
の
技
術
革
新
へ
の
期
待
を
ぜ
ひ
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

特
集
の
後
半
は
、
八
つ
の
事
例
を
通
し
、

各
分
野
で
の
現
場
で
の
課
題
・
新
技
術
の
活

用
事
例
・
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

土
木
の
維
持
管
理
分
野
の
み
な
ら
ず
、幅
広

い
分
野
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、よ

り
先
進
的
な
取
り
組
み
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。ド
ロ
ー
ン
、セ
ン
サ
ー
、高
性
能
カ
メ
ラ
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
点
群
デ
ー
タ
、ロ
ボ
ッ
ト
、

3
D
、A
I
な
ど
一
つ
一
つ
の
技
術
は
、
も

は
や
聞
き
な
れ
た
言
葉
で
目
新
し
さ
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、本
特
集
で
紹
介
す
る
事

例
は
、そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
実
用
化
し

た
り
、現
場
の
状
況
に
即
し
た
工
夫
を
し
た

り
、発
想
を
転
換
し
て
単
純
な
機
能
を
活
用

す
る
な
ど
、現
場
が
求
め
る
技
術
革
新
に
肉

薄
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。本
特
集

を
通
じ
て
、さ
ら
な
る
技
術
革
新
や
新
た
な

土
木
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

インフラ維持管理の
現場が求める本当の技術革新とは

─インフラDX─
図1　 建設後50年以上経過する社会資本の割合（出典：国土交通省インフラメンテナンス情報の

資料よりhttps://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/02research/02_01.html）

図3　 インフラ維持管理における「これまで」と「これから」のイメージ図（参考：2019年12月5日NTTドコモ・
京都大学報道発表 URL：https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2019/12/05_00.html）

技術者が目視で橋梁を点検
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データに基づく統一基準による意思決定

これまで これから

●建設後50年以上経過する社会資本の割合

注1）建設年度不明橋梁の約23万橋については、割合の算出にあたり除いている。
注2）建設年度不明トンネルの約400本については、割合の算出にあたり除いている。
注3） 国管理の施設のみ。建設年度が不明な約1,00施設を含む。（50年以内に整備された施設についてはおおむね記

録が存在していることから、建設年度が不明な施設は約50年以上経過した施設として整理している。）
注4） 建設年度が不明な約2万㎞を含む。（30年以内に布設された管きょについてはおおむね記録が存在していること

から、建設年度が不明な施設は約30年以上経過した施設として整理し、記録が確認できる経過年数ごとの整備
延長割合により不明な施設の整備延長を按分し、計上している。）

注5）建設年度不明岸壁の約100施設については、割合の算出にあたり除いている。

道路橋［約73万橋注1）

（橋長2m以上の橋）］
トンネル
［約1万1千本注2）］
河川管理施設（水門等）
［約1万施設注3）］
下水道管きょ
［総延長：約47万㎞注4）］
港湾岸壁［約5千施設注5）

（水深-4.5m以深）］
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図2　 建設業就業者の年齢構成（平成28年）（出典：国土交通省資料：建設業及び建設工事
従事者の現状P3よりhttps://www.mlit.go.jp/common/001180947.pdf）

（万人）

●高齢者の大量離職の見通し（中長期的な担い手確保の必要性）
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（年齢） 10年後には大半が引退

若年入職者の確保・育成が喫緊の課題
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